
176くまもと経済 2018.5177 くまもと経済 2018.5

さとう　ともき
大牟田市出身。1973(昭和48)年6月25日生ま
れの44歳。熊本大学医学部卒。98年4月熊本
大学眼科入局、99年熊本市民病院眼科、2000
年出田眼科病院、02年熊本大学病院眼科医員、
同年天草中央総合病院医長、04年9月佐藤眼科
開業し院長に就任、06年9月医療法人樹尚会設
立。趣味はテニス

▲2017年は白内障に加え、緑内障、硝子体、眼瞼下垂手術など計
2395件の手術を行っている

レーザー白内障手術システム九州初導入

医療法人樹尚会 佐藤眼科・内科 佐藤 智樹 理事長に聞く

多焦点眼内レンズ手術は導入９カ月で200例以上

医療法人樹尚会佐藤眼科・内科　佐藤 智樹 理事長に聞く

―
２
０
１
７
年
の
手
術
実
績
は
。

佐
藤　

主
な
手
術
は
、
白
内
障
手

術
が
１
０
４
５
例
、
緑
内
障
手
術
が

１
８
８
例
、
硝
子
体
手
術
が
２
１
７

例
、
眼
瞼
下
垂（
が
ん
け
ん
か
す
い
）

手
術
が
95
例
で
、
手
術
件
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
か
ら

は
斜
視
弱
視
の
専
門
医
が
赴
任
し
ま

し
た
の
で
、
斜
視
弱
視
の
手
術
も
開

始
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
最
先
端

の
角
膜
内
皮
移
植
手
術
を
開
始
し
、

よ
り
幅
広
く
眼
科
疾
患
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
院
は
５
人
の
眼
科
専
門
常
勤
医

で
診
療
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

分
野
に
お
い
て
、
高
い
水
準
の
手
術

が
行
え
る
の
が
当
院
の
特
徴
で
も
あ

り
ま
す
。

―
院
内
に
は
内
科
常
勤
医
も
在
籍

し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
。

佐
藤　

眼
科
疾
患
に
は
、
糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
が
原
因
で
網
膜
に
病
気

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、
眼
科
治

療
の
み
な
ら
ず
、
厳
格
な
内
科
治
療

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
内
科

が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
眼
科
治

療
と
同
時
に
内
科
治
療
も
行
え
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
眼
科
の
手
術
中
に
も
緊
張

の
た
め
血
圧
が
上
昇
し
た
り
、
術
前

後
の
血
糖
が
乱
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
内
科
医
が
常
駐
し
て
い

る
こ
と
で
よ
り
適
切
な
対
応
が
で
き

る
た
め
、
内
科
医
の
存
在
は
非
常
に

大
き
い
で
す
。

―
昨
年
夏
に
導
入
し
た
レ
ー
ザ
ー

白
内
障
手
術
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
。

佐
藤　

通
常
の
白
内
障
手
術
で
は
、

単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
使
う
た
め
ピ

ン
ト
が
一
箇
所
に
し
か
合
わ
な
い
の

で
、
メ
ガ
ネ
を
使
っ
た
生
活
が
基
本

で
す
。
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
使
っ

た
白
内
障
手
術
で
は
、
ピ
ン
ト
が
広

い
範
囲
に
合
う
た
め
、
近
視
・
遠
視
・

乱
視
の
他
、
老
眼
も
治
療
で
き
、
ほ

と
ん
ど
メ
ガ
ネ
を
か
け
ず
に
遠
く
か

ら
近
く
ま
で
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
術
後
は
裸
眼
視
力
１
・
０
以
上

を
目
標
に
し
ま
す
の
で
、
術
後
の
屈

折
誤
差（
予
測
値
と
の
ズ
レ
）を
最
小

に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
通
常
の

白
内
障
手
術
前
検
査
の
ほ
か
に
、
屈

折
誤
差
を
最
小
に
す
る
数
種
類
の
検

査
器
機
と
レ
ー
ザ
ー
白
内
障
手
術
装

置
を
九
州
で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。

導
入
後
９
カ
月
で
２
０
０
例
以
上
の

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術
を
行
い
ま

し
た
が
、
非
常
に
高
い
精
度
で
治
療

で
き
る
た
め
、
90
％
以
上
の
患
者
様

が
非
常
に
少
な
い
誤
差
の
範
囲
に
収

ま
り
、
メ
ガ
ネ
を
ほ
と
ん
ど
か
け
な

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。―

「
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い

た
水
晶
体
再
建
術
」に
お
い
て
、
先

進
医
療
実
施
施
設
と
し
て
厚
生
労

働
省
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
「
地
域
の
皆
様
に
最
新
・

最
善
の
医
療
を
提
供
す
る
」こ
と
を

理
念
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
11
年

に
先
進
医
療
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
分
に
納
得
で
き

る
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
が
な
か
っ

た
た
め
、
患
者
様
か
ら
強
い
希
望
が

な
い
限
り
は
、
通
常
の
単
焦
点
眼
内

レ
ン
ズ
手
術
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
夏
に
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ

の「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」が
発
売
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
先
ほ
ど
述

べ
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
本
格
的

に
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術
を
開

始
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
県
外
か
ら

の
患
者
様
も
増
え
て
き
て
お
り
、
多

焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
の
割
合
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
当
院
で

の
白
内
障
手
術
の
約
４
分
の
１
は
、

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
使
用
し
た

白
内
障
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
メ
ガ

ネ
に
頼
ら
ず
に
快
適
に
暮
ら
し
た

い
と
考
え
る
方
々
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

―
緑
内
障
の
治
療
お
よ
び
手
術
に

つ
い
て
。

佐
藤　

わ
が
国
で
は
40
歳
以
上
の

20
人
に
１
人
が
緑
内
障
に
罹
患
し
て

お
り
、
年
齢
と
共
に
そ
の
割
合
は
増

え
て
い
ま
す
。

緑
内
障
の
治
療
に
は
点
眼
と
手
術

の
２
つ
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
点

眼
を
行
い
ま
す
が
、
何
種
類
も
の
点

眼
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
点
眼
の

副
作
用
が
出
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

当
院
で
は
病
型
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
緑
内
障
手
術
を
約

２
０
０
眼
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
合
併
症
が
少
な
く
手
術
効

果
が
高
い「
ス
ー
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ク

ロ
ト
ミ
ー
眼
内
法
」を
主
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
手
術
は
私
が
考
案

し
た
術
式
で
、
14
年
に
日
本
眼
科
手

術
学
会
に
お
い
て
フ
ィ
ル
ム
ア
ワ
ー

ド
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
白
内
障

手
術
と
同
時
に
行
っ
て
も
10
分
ほ
ど

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
近
年
増
え
つ

つ
あ
る
低
侵
襲
緑
内
障
手
術
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
で
の
緑
内
障
手

術
は
失
明
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
当
院

で
は
緑
内
障
を
お
持
ち
の
患
者
様
に

白
内
障
手
術
を
行
う
場
合
は
、
白
内

障
手
術
と
同
時
に
こ
の
緑
内
障
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。
術
後
に
眼
圧
が

下
が
る
た
め
、
緑
内
障
が
進
行
し
に

く
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
術

後
に
緑
内
障
点
眼
を
減
ら
す
こ
と
も

で
き
る
の
で
、
点
眼
す
る
手
間
や
そ

の
副
作
用
が
減
り
、
患
者
様
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ（
生
活
の
質
）を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
会
や
論
文
な
ど
で

発
表
す
る
に
つ
れ
、
現
在
で
は
全
国

の
大
学
病
院
な
ど
に
も
普
及
し
つ
つ

あ
り
、
九
州
圏
内
の
み
な
ら
ず
、
関

東
か
ら
も
当
院
の
手
術
の
見
学
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は
。

佐
藤　

04
年
に
開
業
し
て
以
来
、

「
最
新
・
最
良
の
医
療
を
地
域
の
皆

様
へ
提
供
す
る
」「
眼
科
医
療
を
通
じ

て
地
域
貢
献
す
る
」と
い
う
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
川
路
副
院
長
と
と
も

に
国
内
・
海
外
で
の
学
会
発
表
や
論

文
発
表
な
ど
、
積
極
的
に
情
報
を
発

信
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
来
年
に
は

開
業
15
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
国

内
外
問
わ
ず
情
報
を
発
信
し
続
け
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取

り
入
れ
、
私
た
ち
医
師
や
看
護
師
の

知
識
や
技
術
を
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に

保
ち
、
高
い
水
準
の
医
療
を
地
域
の

皆
様
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

院
長
考
案
の
緑
内
障
手
術
、患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
も

２
０
０
４
年
に
開
業
し
、
眼
科
専
門
医
５
人
と
内
科
専
門
医
１
人
の
６
人
体
制
で
、
白

内
障
手
術
を
は
じ
め
、
緑
内
障
、
網
膜
硝
子
体
、
斜
視
弱
視
な
ど
幅
広
い
眼
科
疾
患
に
対

応
す
る
医
療
法
人
樹
尚
会
佐
藤
眼
科
・
内
科（
荒
尾
市
、
佐
藤
智
樹
理
事
長
・
院
長
）。
昨

年
夏
、
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」の
発
売
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
精
度
の
高

い
手
術
を
目
指
し
た
レ
ー
ザ
ー
白
内
障
手
術
シ
ス
テ
ム
を
九
州
初
導
入
。
導
入
後
９
カ
月

で
２
０
０
例
以
上
の
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
レ
ー
ザ
ー
白
内
障
手
術
を
行
っ
て
お
り
、

「
今
後
も
国
内
外
問
わ
ず
学
会
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

取
り
入
れ
、
高
い
水
準
の
医
療
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
る

佐
藤
理
事
長
に
同
院
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。 （
企
画
開
発
部
・
加
藤
小
百
合
）

「
幅
広
い
眼
科
疾
患
に
対
応
で
き
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
目
指
す
」


